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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間を仕切るための複数のパーティションを連結する連結材であって、
　可視光を前記複数のパーティションにより仕切られる空間の一方から他方へと透過する
透過部材と、
　前記パーティションが有する第１接続部材に接続される第２接続部材とを備え、
　前記連結材が備える前記第２接続部材は、他の連結材が備える第２接続部材に接続され
ない
　ことを特徴とする連結材。
【請求項２】
　剛性を有し、前記透過部材を支持する支持部材を備えることを特徴とする請求項１に記
載の連結材。
【請求項３】
　前記支持部材の少なくとも１つは、前記透過部材を支持する側からパーティションと接
続する側に向けて幅が広くなる部材であることを特徴とする請求項２に記載の連結材。
【請求項４】
　前記透過部材は、特定の波長の透過率を変化させることを特徴とする請求項１から３ま
でのいずれか１項に記載の連結材。
【請求項５】
　前記透過部材は、表面の形状が凹凸を有しまたは曲面であることを特徴とする請求項１
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から４までのいずれか１項に記載の連結材。
【請求項６】
　前記パーティションよりも小さいことを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項
に記載の連結材。
【請求項７】
　第１のパーティションと第２のパーティションとに対してそれぞれ所定の角度をなすよ
うに接続されることを特徴とする請求項１から６までのいずれか１項に記載の連結材。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の連結材と、
　空間を仕切るための複数のパーティションであって、前記連結材によって連結される複
数のパーティションとを備える
　ことを特徴とするパーティションシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連結材及びパーティションシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数のパーティションを連結する連結材にパーティションの連結以外の機能を持たせる
技術が知られている。特許文献１には、仕切面材の端部に沿う支持体の外面形状を工夫す
ることにより、目地を表出させる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２３２７７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、ホワイトボードに書き込まれた文字やプロジェクタで映し出された画像など
視覚情報が漏洩することを防ぐため、不透明素材からなるパーティションにより外部から
の視界を遮る場合がある。この場合に、パーティションの内部にいる者は、外部への視界
が遮られているため圧迫感を感じることがある。また、隙間をあけると声などの聴覚情報
が漏洩する。
　そこで、本発明は、情報の漏洩を防ぐためのパーティションにより仕切られた空間の一
部から、他方の空間が見えるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る連結材は、空間を仕切るための複数のパーティションを連結する連結材で
あって、可視光を前記複数のパーティションにより仕切られる空間の一方から他方へと透
過する透過部材と、前記パーティションが有する第１接続部材に接続される第２接続部材
とを備え、前記連結材が備える前記第２接続部材は、他の連結材が備える第２接続部材に
接続されない構成を有する。
【０００６】
　また、本発明に係る連結材は、剛性を有し、前記透過部材を支持する支持部材を備えて
もよい。
　また、本発明に係る連結材は、前記支持部材の少なくとも１つは、前記透過部材を支持
する側からパーティションと接続する側に向けて幅が広くなる部材であってもよい。
　また、本発明に係る連結材の前記透過部材は、特定の波長の透過率を変化させるもので
あってもよい。
【０００７】
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　また、本発明に係る連結材の前記透過部材は、表面の形状が凹凸を有しまたは曲面であ
ってもよい。
　また、本発明に係る連結材の前記連結材は前記パーティションよりも小さくてもよい。
【０００８】
　また、本発明に係る連結材は、第１のパーティションと第２のパーティションとに対し
てそれぞれ所定の角度をなすように接続されるものであってもよい。
【０００９】
　また、本発明に係るパーティションシステムは、上記の連結材と、空間を仕切るための
複数のパーティションであって、前記連結材によって連結される複数のパーティションと
を備える構成を有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、情報の漏洩を防ぐためパーティションにより仕切られた空間から、他
方の空間が見えるようにすることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態に係るパーティションシステムの外観を示す斜視図
【図２】パーティションシステムの平面図
【図３】連結材を示す図
【図４】連結材を含む断面図
【図５】連結材を含む断面図
【図６】パーティションを示す図
【図７】接続部材を説明するための図
【図８】パーティションを示す図
【図９】スピーカ及び放音制御装置の構成を示すブロック図
【図１０】パーティションシステムが会話の内容の漏洩を防ぐための仕組みを説明する図
【図１１】連結材を通して見える内部空間の領域を説明する図
【図１２】連結材を通して見える内部空間の領域を説明する図
【図１３】変形例に係るパーティションシステムの平面図
【図１４】連結材を含む断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［実施形態］
　図１は、本発明の一実施形態に係るパーティションシステム１０の外観を示す斜視図で
ある。パーティションシステム１０は、複数のパーティション２０と、複数の連結材３０
とを備える。パーティション２０は、空間を仕切るための器具であり、板状の部材を有す
る。連結材３０ａ、３０ｂ（以下、区別しない場合は「連結材３０」という。）は、複数
のパーティション２０を連結する器具である。パーティションシステム１０は、オフィス
等の床の上に設置されて、床と天井の間の空間を仕切る。本実施形態においては、パーテ
ィションシステム１０が設置される床は平らとする。また、消防法の関係で、パーティシ
ョン２０の上端は天井には届いていない。
【００１３】
　パーティションシステム１０においては、連結材３０により連結された複数のパーティ
ション２０が並んだ状態で設置されている。パーティション２０及び連結材３０は、床面
に垂直で天井側に向かう方向Ｄ１に沿ってそれぞれ床面上に立てられている。本実施形態
においては、パーティションシステム１０は、複数のパーティション２０と複数の連結材
３０とにより囲まれた内部の空間（以下「内部空間Ｓ１」という。）と、内部空間Ｓ１か
らパーティション２０及び連結材３０を挟んだ反対側の外部の空間（以下「外部空間Ｓ２
」という。）とに空間を仕切っている。内部空間Ｓ１は、利用者が打ち合わせなどを行う
空間であり、出入り口Ｇ１を介して外部空間Ｓ２とつながっている。出入り口Ｇ１は、パ
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ーティション２０及び連結材３０を設置せずに利用者が通れるようにした空間である。
【００１４】
　図２は、パーティションシステム１０を天井側から床側に向かって示す平面図である。
パーティションシステム１０は、パーティション２０と、連結材３０ａ、３０ｂとを備え
ている。本実施形態においては、各パーティション２０は、全体として長方形を形成して
いる。説明の便宜上、この長方形の辺の部分を辺部、角の部分を角部という。連結材３０
ａは、辺部に設けられ、連結材３０ｂは、角部に設けられている。連結材３０ａは、２つ
のパーティション２０が直線状となるように互いを連結している。
【００１５】
　図３は、連結材３０ａを示す図である。図３（ａ）は、連結材３０ａを内部空間Ｓ１側
から見た図である。本実施形態においては、連結材３０ａは、方向Ｄ１を高さとし、矢印
Ａ１の方向を幅とする。連結材３０ａは、高さがＨ１であり、幅がＷ１である。連結材３
０ａは、透過部材３１０と支持部材３２０ａとを備える。透過部材３１０は、例えば透明
なガラスや透明なプラスチックなどの、可視光を透過する部材である。透過部材３１０は
、本実施形態においては、平らで滑らかな表面を有する板状のガラスである。透過部材３
１０は、パーティションシステム１０が設置された場合に、内部空間Ｓ１と外部空間Ｓ２
との間に位置し、これらの複数のパーティション２０により仕切られる空間の一方から他
方へと光を透過する。
【００１６】
　支持部材３２０ａは、透過部材３１０を支持する部材である。支持部材３２０ａは、第
１支持部３２１０ａ、第２支持部３２２０ａ及び第３支持部３２３０ａを有する。第１支
持部３２１０ａ、第２支持部３２２０ａ及び第３支持部３２３０ａは、例えば鉄やアルミ
ニウムなどを含んで成形され、透過部材３１０を支持することが可能な剛性を有する。第
１支持部３２１０ａは、透過部材３１０の幅方向（矢印Ａ１の方向）の端部を挟んでいる
。第２支持部３２２０ａは、透過部材３１０の天井側の端部を挟んでいる。第３支持部３
２３０ａは、透過部材３１０の床側の端部を挟んでいる。図３（ｂ）は、図３（ａ）にお
いて幅方向に連結材３０ａを見た図である。連結材３０ａは、第１支持部３２１０ａのそ
れぞれにひとつずつ取り付けられた接続部材３３０を有する。接続部材３３０は、各々が
複数のパーティション２０のいずれかに接続する部材である。
【００１７】
　図４は、連結材３０ａを含む断面図である。図４（ａ）は、図３の切断線Ｉ－Ｉによる
切断面を示している。図４（ａ）においては、説明の便宜上、連結材３０ａが接続した場
合のパーティション２０の断面を示している。第１支持部３２１０ａは、透過部材３１０
を支持する側からパーティション２０と接続する側に向けて幅が広くなる中空の部材であ
る。第１支持部３２１０ａは、透過部材３１０側の幅が狭いため、この幅が広い場合に比
べて透過部材３１０を斜めから見た場合に視界を遮りにくく、透過部材３１０を多く見え
るようにすることができる。また、第１支持部３２１０ａは、透過部材３１０側に凹みを
有し、この凹みにより透過部材３１０の端部を充填材３２１１ａを介して挟んでいる。充
填材３２１１ａは、ゴムや樹脂などの変形する柔らかい部材で、第１支持部３２１０ａと
透過部材３１０との間を充填して透過部材３１０の破損やがたつきを抑制する。
【００１８】
　図４（ｂ）は、図３の切断線ＩＩ－ＩＩによる切断面を示している。第２支持部３２２
０ａ及び第３支持部３２３０ａは、透過部材３１０を支持する側に透過部材３１０を挟む
ための凹みを有する長方形の形状をした中空の部材である。第２支持部３２２０ａ及び第
３支持部３２３０ａは、この凹みにより透過部材３１０の端部をそれぞれ充填材３２２１
ａを介して挟んでいる。第３支持部３２３０ａは、連結材３０を床に固定する金具（例え
ばＬ字金具）を取り付けるためのねじ穴を有している。なお、第３支持部３２３０ａは、
他の方法で床に固定されてもよいし、ゴムなどを床側の端部に貼り付けて動きにくくさせ
てもよい。
【００１９】
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　図５は、連結材３０ｂを天井側から床側に向かって示す透過部材３１０を含む断面図で
ある。図５では、説明の便宜上、連結材３０ｂが接続した場合のパーティション２０の断
面を示している。本実施形態においては、連結材３０ｂは、方向Ｄ１を高さとし、矢印Ａ
２の方向を幅とする。連結材３０ｂの幅はＷ２である。連結材３０ｂは、透過部材３１０
と支持部材３２０ｂとを有し、支持部材３２０ｂは、第１支持部３２１０ｂを有する。２
つの第１支持部３２１０ｂは、透過部材３１０の端部をそれぞれ充填材３２１１ｂを介し
て挟んで支持すると共に、それぞれがパーティション２０と接続している。連結材３０ｂ
は、２つのパーティション２０に対してそれぞれ所定の角度θ１、θ２をなすように互い
を連結する。本実施形態においては、角度θ１、θ２は、それぞれ１３５度である。
【００２０】
　図６は、内部空間Ｓ１側から見たパーティション２０を示した図である。本実施形態に
おいては、パーティション２０は、方向Ｄ１を高さとし、矢印Ａ３の方向を幅とする。パ
ーティション２０は、高さがＨ３であり、幅がＷ３である。パーティション２０は、下部
部材２１０、上部部材２２０及び接続部材２３０を有する。下部部材２１０は、例えば、
鉄やアルミニウムを含んで成形された所定厚さの平板の形状をした部材である。本実施形
態においては、下部部材２１０は、平らで滑らかな表面を有し、中空の内部に吸音性を有
するグラスウールを充填している。下部部材２１０は、下部部材２１０に到達する音声を
、平板の表面により反射するとともに、内部のグラスウールにより吸収する。下部部材２
１０は、床側の端部に、パーティション２０を床に固定する金具（例えばＬ字金具）を取
り付けるための図示せぬねじ穴を有している。なお、下部部材２１０は、他の方法で床に
固定されてもよいし、ゴムなどを床側の端部に貼り付けて動きにくくさせてもよい。上部
部材２２０は、下部部材２１０の天井側に取り付けられている部材である。接続部材２３
０は、下部部材２１０の横側に設けられており、パーティション２０と連結材３０とを接
続させる部材である。
【００２１】
　図７は、接続部材２３０、３３０を説明するための図である。図７（ａ）は、接続部材
２３０、３３０を内部空間Ｓ１側から外部空間Ｓ２に向かって示す断面図である。図７（
ａ）においては、パーティション２０と連結材３０とが接続された状態が示されている。
接続部材２３０は、フック部２３１０とストッパ２３２０とを有する。フック部２３１０
は、回転軸Ｃ１を中心に回転可能に支持されている鉤形の金具である。ストッパ２３２０
は、フック部２３１０の回転可能な範囲を制限する金具である。本実施形態においては、
ストッパ２３２０は、回転軸Ｃ１よりも床側に設けられている。フック部２３１０は、図
７（ａ）において二点鎖線で示された位置よりも左回りに回転しないようにストッパ２３
２０により回転を制限される。
【００２２】
　接続部材３３０は、通過部３３１０と引掛部３３２０とを有する。図７（ｂ）は、図７
（ａ）において矢印Ａ４の方向に見た接続部材３３０を示す図である。通過部３３１０は
、接続部材３３０に開いている２つの穴であり、フック部２３１０を通過させるための穴
である。引掛部３３２０は、通過部３３１０を通過したフック部２３１０が引っ掛かる部
分である。
【００２３】
　フック部２３１０は、接続部材２３０と接続部材３３０とが密着した状態で回転するこ
とで、接続部材３３０と着脱可能に係り合う。パーティション２０は、フック部２３１０
を接続部材３３０の引掛部３３２０に引っ掛けて互いに外れないように係り合わせること
で、連結材３０と接続する。このように、パーティション２０と連結材３０とは、フック
部２３１０と引掛部３３２０との局所的な係り合いにより接続されている。このため、例
えば、パーティション２０又は連結材３０で振動が生じた場合であっても、フック部２３
１０と引掛部３３２０とが係り合っている部分からしかその振動が伝わらないため、他方
に伝わる振動が小さくなる。
【００２４】
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　図８は、図６において矢印Ａ３の方向に見たパーティション２０を示す図である。本実
施例は、特に、聴覚情報の漏洩を防止するパーティションを用いている。図８では、上部
部材２２０が部分断面図で示されている。また、図８においては、説明の便宜上、パーテ
ィション２０の右側が内部空間Ｓ１、左側が外部空間Ｓ２であるとする。上部部材２２０
は、パーティション２０を接続部材２３０が取り付けられている側から見たときに、下部
から上部にかけて幅が広がる曲面を有する側板と、この側板の上部を塞ぐ蓋とを備える中
空の部材である。上部部材２２０は、中空の内部から外部まで貫通する穴を複数有する。
上部部材２２０は、この穴により、中空の内部と外部との間で音を伝達しやすくしている
。また、上部部材２２０は、音を吸収する吸音部２２１０を有する。吸音部２２１０は、
グラスウール等の吸音材を有し、上部部材２２０の中空の内部の内部空間Ｓ１側に取り付
けられている。上部部材２２０は、このように構成されることで、内部空間Ｓ１側から上
部部材２２０に到達する音を吸音部２２１０により吸収させて外部空間Ｓ２に伝達しにく
くする一方、上部部材２２０の内部で発生する音を内部空間Ｓ１には伝達しにくくしつつ
外部空間Ｓ２には伝達しやすくしている。
【００２５】
　上部部材２２０の中空の内部には、スピーカ４１０が設置されている。スピーカ４１０
は、後述する放音制御装置４２０と接続して、放音制御装置４２０から出力される信号に
基づき、内部空間Ｓ１で生じる音をマスクするためのマスキング音を放音する。ここにお
いて、マスキング音とは、ある音と同時に聞こえた場合にその音を聞こえなくし、又は聞
こえにくくする音をいう。マスキング音は、同時に異なる二つの音が耳に届いた場合に，
一方の音が他方の音と区別しにくくなり、又は他方の音によりかき消されるマスキング効
果を利用したものである。このマスキング効果は、二つの音の周波数が近いほど効果が大
きくなる。例えば、マスクする対象の音声に基づいて生成したその音声の周波数に近いマ
スキング音であれば、その音声と同じ程度の音量でマスキング効果を得ることが可能であ
る。本実施形態においては、スピーカ４１０は、内部空間Ｓ１において発せられた音声を
収音して生成されたマスキング音を放音する。スピーカ４１０は、本発明に係る「放音部
」の一例に相当する。
【００２６】
　図９は、スピーカ４１０及び放音制御装置４２０の構成を示すブロック図である。放音
制御装置４２０は、制御部４２１０、操作部４２２０、変換部４２３０、音生成部４２４
０及び信号処理部４２５０を備える。制御部４２１０は、ＣＰＵ(Central Processing Un
it)、ＲＯＭ(Read Only Memory)及びＲＡＭ(Random Access Memory)を含んで構成されて
おり、制御部４２１０に接続されている各部を制御する。操作部４２２０は、放音制御装
置４２０の電源やスピーカ４１０に放音させるマスキング音のボリュームを操作する操作
子を有する。操作部４２２０は、操作子が操作されると、操作の内容を示す操作信号を制
御部４２１０へ供給する。変換部４２３０は、音声を音声信号に変換するマイクロフォン
等の収音手段を有し、収音手段に到達する音声を音声信号に変換する。本実施形態におい
ては、収音手段は、吸音部２２１０の隙間に設置されて上部部材２２０の有する穴から内
部空間Ｓ１で発生する音声を収音する。変換部４２３０は、変換した音声信号を制御部４
２１０に供給する。
【００２７】
　音生成部４２４０は、予め定められた方法でマスキング音を生成し、生成した音信号を
制御部４２１０に供給する。本実施形態においては、音生成部４２４０は、変換部４２３
０が変換した音声信号に基づき、その音声信号に対応する音声をマスクするマスキング音
を生成する。マスキング音を生成する技術には公知の技術を適宜用いればよいから、この
技術についての詳細な処理の説明は省略する。信号処理部４２５０は、制御部４２１０か
ら供給されたマスキング音を示す音信号に所定の処理を施し、そのマスキング音の音信号
とマスキング音のボリューム値を示す信号とを各スピーカ４１０に出力する。スピーカ４
１０は、アンプを含んで構成されており、放音制御装置４２０から出力された音信号に対
してボリューム値に応じて増幅させる処理を施して放音する。
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【００２８】
　図１０は、パーティションシステム１０が会話の内容の漏洩を防ぐための仕組みを説明
する図である。パーティションシステム１０は、オフィス等に設置されると、パーティシ
ョン２０と天井との間に隙間ができる場合がある。この場合に、内部空間Ｓ１にいる利用
者が会話をすると、発せられた音声がこの隙間を通って外部空間Ｓ２に伝達して会話の内
容が漏洩するおそれがある。そこで、パーティションシステム１０においては、内部空間
Ｓ１から音声が発せられると、放音制御装置４２０が収音手段に到達した音声Ｖ１からマ
スキング音Ｍ１を生成し、生成したマスキング音Ｍ１をスピーカ４１０が外部空間Ｓ２に
向けて放音する。本実施形態では、スピーカ４１０は、マスキング音Ｍ１を外部空間Ｓ２
側の天井に向けた斜め上の方向と外部空間Ｓ２側に向けた斜め下の方向とに向けて放音す
る。スピーカ４１０から放音されたマスキング音Ｍ１は、天井で反射した音声Ｖ１ととも
に外部空間Ｓ２に伝達される。このとき、外部空間Ｓ２にいる第三者は、音声Ｖ１がマス
キング音Ｍ１によってマスクされるため、会話の内容を理解することが困難になる。また
、下部部材２１０に向かった音声Ｖ１は、下部部材２１０により反射、吸収又は減衰する
ため、外部空間Ｓ２にいる者が会話の内容を理解することは困難である。以上のとおり、
パーティションシステム１０は、内部空間Ｓ１で行われる会話の内容が漏洩する危険を軽
減させることができる。
【００２９】
　パーティションシステム１０からマスキング音が放音されている場合、外部空間Ｓ２に
いる者は、内部空間Ｓ１に利用者がいるか否かが音からは確認できないときがある。この
ようなときに、パーティションシステム１０は、外部空間Ｓ２から連結材３０を通して内
部空間Ｓ１に利用者がいるか否かを確認することができる。この確認をする際、連結材３
０の形状及び位置によって内部空間Ｓ１の見える領域が異なる。
【００３０】
　図１１は、連結材３０を通して見える内部空間Ｓ１の領域を説明する図である。図１１
では、天井側から床側に向かって見た場合の、パーティションシステム１０が示されてい
る。図１１では、各視点と連結材３０ａ、３０ｂとの距離が同じ場合に、連結材３０ａを
通して見える内部空間Ｓ１の領域が二点鎖線で囲まれた領域Ｆ１で、連結材３０ｂを通し
て見える内部空間Ｓ１の領域が一点鎖線で囲まれた領域Ｆ２で示されている。図１１に示
すように、連結材３０ｂでは内部空間Ｓ１を斜めに見ることになる分、視点から最も離れ
たパーティション２０までの距離が長くなる。このため、領域Ｆ２は領域Ｆ１よりも大き
くなる。すなわち、連結材３０ｂを通して見た方が、連結材３０ａを通して見る場合に比
べて、内部空間Ｓ１に人がいるか否かを確認しやすくなる。
【００３１】
　図１２は、連結材３０を通して見える内部空間Ｓ１の領域を説明する図である。連結材
３０ａを通して内部空間Ｓ１を見る場合、連結材３０ａ及びパーティション２０の幅に妨
げられて内部空間Ｓ１のうち見ることができない領域が生じる。例えば、図１２に示す領
域Ｆ３は、見る位置を変えても連結材３０ａを通しては見ることができない。一方、連結
材３０ｂを通して内部空間Ｓ１を見る場合は、矢印Ａ５、Ａ６に示すように、見る位置を
変えれば内部空間Ｓ１の全ての領域を見ることができる。このように、外部空間Ｓ２から
確認することができる内部空間Ｓ１の領域の広さも、連結材３０ｂを通して見たときの方
が広くなる。
【００３２】
　以上のとおり、パーティションシステム１０は、光を透過する連結材３０によりパーテ
ィション２０を連結することで、情報の漏洩を防ぐためパーティションにより仕切られた
空間から、他方の空間が見えるようにすることができる。また、これにより、パーティシ
ョンシステム１０は、パーティション２０に囲まれた内部空間Ｓ１にいる者が感じる圧迫
感を軽減させることができる。
【００３３】
［変形例］
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　上述した実施形態は、本発明の実施の一例にすぎない。本発明は、上述した実施形態に
対して以下の変形を適用した態様で実施することも可能である。なお、以下に示す変形例
は、必要に応じて、各々を適当に組み合わせて実施されてもよいものである。
（変形例１）
　連結材は、上述の実施形態ではガラスを透過部材として用いたが、可視光を透過するも
のであれば様々な透過率を有する部材を透過部材として用いてもよい。例えば、透過部材
は、プラスチックや天然樹脂などであってもよいし、着色された部材であってもよい。ま
た、透過部材は、表面にセロファン等を貼って特定の波長の透過率が変化するようにして
もよい。連結材は、透過部材の透過率や色を異ならせることによって、透過部材を通して
文字などの情報を漏れにくくする度合いと、内部空間Ｓ１にいる者の圧迫感を軽減させる
度合いとを変化させることができる。
【００３４】
（変形例２）
　連結材は、上述の実施形態では表面が滑らかで平らなガラスを透過部材として用いたが
、可視光を透過するものであれば様々な形状の透過部材を用いてもよい。例えば、連結材
は、表面に滑らかでない凹凸を有する部材（すりガラスなど）やレンズのような曲面を有
する部材（凹面ガラスなど）を透過部材として用いてもよい。前者の場合、連結材は、表
面が滑らかな透過部材を用いる場合に比べて、透過部材の向こうの物がぼやけて見えるた
め、透過部材を通して文字などの情報がより漏れにくくなる。後者の場合で特に透過部材
が凹レンズのような曲面を有するときは、連結材は、凹面が光を屈折させることで、透過
部材が平らな場合に比べて、外部空間Ｓ２から見える内部空間Ｓ１の領域を広くすること
ができる。
【００３５】
（変形例３）
　上述の実施形態では、パーティション２０の接続部材２３０がフック部２３１０を有し
たが、連結材の接続部材がフック部を有してもよい。この場合は、パーティションの接続
部材が、引掛部３３２０に相当する部材を有して構成される。また、接続部材は、パーテ
ィションと連結材とを接続するものであれば、鉤形とは異なる形状の部材を用いてもよい
。例えば、ネジ止め用の穴を有する板状の部材をネジによってパーティションと連結材と
に固定することで、パーティションと連結材とを接続してもよい。
【００３６】
（変形例４）
　パーティションは、上述の実施形態では平らな板面を有する板状の部材を有したが、こ
れには限らず、曲面や凸凹面など平らでない面を有する板状の部材を有してもよい。
【００３７】
（変形例５）
　パーティションシステムは、上述の実施形態ではパーティション２０及び連結材３０を
設けない空間を出入り口Ｇ１としたが、利用者が出入りできるものであれば、様々な出入
り口の形態をとってもよい。例えば、パーティションシステムは、パーティション間に扉
を設けてもよいし、パーティション間の隙間の先にさらにパーティション及び連結材を連
結させて通路を作ってその通路を含めて出入り口としてもよい。これらのような出入り口
を設けることにより、パーティションシステムは、パーティション及び連結材を設けない
空間を出入り口とする場合に比べて、出入り口を通って外部空間Ｓ２に伝達する音声によ
って内部空間Ｓ１で行われる会話の内容が漏洩する可能性を減らすことができる。
【００３８】
（変形例６）
　上述の実施形態においては、パーティションシステムは、一つの内部空間を囲むように
設置されたが、内部空間の内部をさらに仕切ってもよい。この場合、パーティションシス
テムは、３つ以上のパーティションを接続する連結材を備えてもよい。
【００３９】
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　図１３は、本変形例に係るパーティションシステム１０ａの平面図である。パーティシ
ョンシステム１０ａは、パーティション２０及び連結材３０によって周囲が囲まれる２つ
の内部空間Ｓ１ａ、Ｓ１ｂと、内部空間Ｓ１ａ、Ｓ１ｂの外側にある外部空間Ｓ２ａとに
空間を仕切っている。図１３の例の場合、外部空間Ｓ２ａは、利用者が内部空間Ｓ１ａ（
Ｓ１ｂ）に出入りするための出入り口Ｇ１ａ（Ｇ１ｂ）を含んでいる。また、連結材３０
ｃは、３つのパーティション２０とそれぞれ接続している。
【００４０】
　図１４は、連結材３０ｃを含む断面図である。図１４では、連結材３０ｃにおける図４
（ａ）に示された切断面に相当する切断面が示されている。連結材３０ｃは、透過部材３
１０と支持部材３２０ｃとを有する。支持部材３２０ｃは、充填材３２１１ｃ、第１支持
部３２１２ｃ及び第１支持部３２１３ｃを有する。第１支持部３２１２ｃは、透過部材３
１０とパーティション２０とを直線状に接続しており、図４（ａ）に示した第１支持部３
２１０ａと同じ形状をしている。第１支持部３２１３ｃは、透過部材３１０と直交する方
向に２つのパーティション２０を接続している。充填材３２１１ｃは、透過部材３１０と
第１支持部３２１２ｃ、３２１３ｃのそれぞれとの間に挟まれている。このように、連結
材３０ｃは、３つのパーティション２０をＴ字型に連結する。
【００４１】
（変形例７）
　パーティションシステムは、上述の実施形態では内部空間Ｓ１が概ね長方形の形状とな
るように空間を仕切ったが、長方形以外の形状となるように空間を仕切ってもよい。例え
ば、パーティションシステムは、多角形や凹みのある形状となるように空間を仕切っても
よい。これらの場合、連結材は、接続するパーティションの数及びそれぞれの位置に合わ
せた形状の支持部材を有する。
【００４２】
（変形例８）
　連結材は、パーティションよりも幅又は高さが小さいものであれば、どのような大きさ
のものであってもよい。このように連結材の大きさを定めることにより、パーティション
に比べて幅又は高さが大きいものである場合に比べて、連結材（特に透過部材）に要する
部材の量を減らすことができる。なお、透過部材を通して文字などの情報が漏洩する危険
を軽減し、かつ内部空間Ｓ１にいる者の圧迫感を軽減させるためには、例えば、透過部材
は、幅を５０～２００ｍｍ程度にするのが適当である。
【００４３】
（変形例９）
　パーティションシステムは、上述した実施形態においては、マスクする対象の音声に基
づいて生成されたマスキング音を用いたが、それ以外のマスキング音を用いてもよい。例
えば、パーティションシステムは、空調音や周囲の喧騒といった日常に存在する雑音など
を録音又は合成した音をマスキング音として用いてもよい。
【００４４】
（変形例１０）
　パーティションシステムは、上述した実施形態においては、パーティションシステム１
０の内側にある長方形状の領域の辺及び角に相当する位置にそれぞれ設置される連結材を
備えたが、いずれか一方のみを備えてもよい。
【符号の説明】
【００４５】
１０，１０ａ…パーティションシステム、２０…パーティション、３０，３０ａ，３０ｂ
，３０ｃ…連結材、２１０…下部部材、２２０…上部部材、２２１０…吸音部、２３０，
３３０…接続部材、２３１０…フック部、２３２０…ストッパ、３１０…透過部材、３２
０ａ，３２０ｂ，３２０ｃ…支持部材、３２１０ａ，３２１０ｂ，３２１２ｃ，３２１３
ｃ…第１支持部、３２１１ａ，３２１１ｂ，３２１１ｃ，３２２１ａ，３２３１ａ…充填
材、３２２０ａ，３２３０ａ…第２支持部、３３１０…通過部、３３２０…引掛部、４１
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０…スピーカ、４２０…放音制御装置、４２１０…制御部、４２２０…操作部、４２３０
…変換部、４２４０…音生成部、４２５０…信号処理部
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